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要 旨

本鰍 i､東El本大Zt災被災地における小中学生の居住地の移動とj5学EPの変化の分析を中心に､

Zt災後の r教育機会のt一丑の変動｣の梯掛 こ考察を加えることをEI的とし､挨災地としては､岩

手県宮古rrf､福島県宮同町を取り上げている｡宮古市の小中学生の通学EElは､中長期的な就学人

口ii少による学校捷廃合の効果として拡大しているが､富岡rTの場合には､才災の効果によって

小中学生の通学Fkが拡大している｡

はじめに

木浦は.東日本大書災被災地における′ト中

学生の居住地の移動とjLb学隅の変化の分析を

中心に.*災後の教育tk会の構造の変動の様

相に考勲を加えることを目的とする｡披災地

の不例としては､沿7･-爪宮古市､宮城県女川

FT､福島県有岡町を取り上げるt｡以上のね

らいに沿って､次の4J.I:tの作薬を進める.

① 官1.dfrT(LLT爪)"､甚同町 (福曲県)

を中心に.小中学生の居住地の変動と

小中学校及び仮限住宅等の立地､通学

尚の変化の甘己避止､

② 官古市を中心にしたJt災後7年rylの学

校耗廃合や学校再錘の動向の紀述､

③ 東日本大書災後約1年半の中央政府､

収等の復井政策の展開過程のモ述.

◎ 教育機会の柵連の変動問題-の着目-｡

Ⅰ 東日本大書災における r被災パター

ン｣

本絹で頼り上げる宮古市を中心にした被災

地はそれぞれ被災の′(タ-ンを興としている.

それは.東E]本大Jt災被災地全体の状況でも

あり~､そこでまずJl災1年ロの秋口の時点を

取り上げ東EI本被災地の被災′1ターンの妃述

を釈みよう｡

なお.パターン化を進める上で.次のよう

な5点の観点を取疋している｡

<扱点1 年校再W甥所をどこに求めるか>

① 被災校の校舎への被災が萄しいため (た

とえば､文約1科学筋による ｢姫日本大震

災による故事状況についてJで披脊状況

J r披沓状況 l 建物の淡谷が大きく､

建償え又は大規模な復旧工辞が必要と思

われるものJに分類される学校200校弱

など).学校再剛は自校以外のせ所で進め

ている事例である.

中学佼-′ト学校 (1校)に同居

･中学1交-中早佼 (1校)に同居

小学1交-他′ト乍校 (1校)に同居

小学校-他小学校 (2校)に児童を分散

し､同居
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･′ト乍佼-中JP佼 (1校)に同居

･高校-他高校 (1校)に同居

･高校-他高校 (硬軟校)に生徒を分散し.

同居

･被災按--時的に地域公共鳥汝を活用

被災按一座牧舎を桔用

被災校-他の自治体に移転し.移転先の

同-校にほとんどの児女生徒が滞在して

いるもの

･鼓災按･一児暮生徒が住居を移赦したため､

住所地にtかれる学校にi書在

哩)年収再EMは自校舎を利用しているが.教

室t*以外(体書出等)を活用しているl書合

(卦 校舎に接着は発生したが､一階缶分だけ

の披災など鼓災軽度が軽易なため､校舎

の改書で対応し自校舎で援粟を再Plした

もの

<根点2 校地の移I云>

(D 仮設校舎の投書を進めているが､恒久校

地のZF定には至っていないもの

② 恒久牧舎牧世に向け.薪校地の選定が進

められているもの

③ 福島鼎のgi合のように､原発の収束の見

込みなどとの関係で.恒久校舎復旧の見

通しが立たないもの

<根点3 丑鵜所の牧丘の有無等>

(D 9月時点,学校の魔放牧偏を活用した避

購所は撤去され､また校地には仮設住宅

は投促されていない

② 9月時点で,学校の鬼放牧偏等を活用し､

逝#所が牧けられているもの

③ 体育竹などに避#所が取置されているの

に平行し.仮牧住宅が校地に設置され始

めているもの

④ 選書所は揺小されつつあるが､代わりに

仮せ住宅が校地に牧taされ始めている

(9 並Jl所牧牡はないが､校地に仮設住宅が

牧■されるようになったもの

<8点4 鼓JI所付設の宇検での鞍tA朋与>

q)並Jl所の管理運営は学校ではなく､市rr

村役邸が担ってきた

② 教書且が選書所の管理迷宮に関与したも

の

③ 地域自主防災粗拝や並Jt所の住民自らが

亜書所の牧だ､運営を担っているもの

<fL点5 礁災校の速学区tEの被書の程度>

(D通乍区域は集落等と丑なっており､地表

と津波で*拓周辺の道路が寸断され.小

中学校が地域住民の兼JlのgI所となった

もの

② 通学区J*は､低地とiq台で形成されてお

り､低地fFB分はJ#波状態になったが､高

台は扶育を免れたもの

③ 通学区ヰ全JCが株鼓に#われ､住宅がほ

とんど裁っていないもの

◎ 原発近E8のEI治体のように､自治体の全

域または一部が移転を余偵なくされてい

るもの

以上の盤矧 こ題づくと､書災後の被災状況

や復興プログラムは多様であることがわかる

が､それは､被災校再建を進める際の手放も

一律ではありえないことを物76る.

では､本絹で取りとげる3被災地は､それ

ぞれどのような特性を有するのだろうか｡ま

ず､横略を描いてみることにしよう.

岩手爪音古市の勘合には.渦沿い地域やそ

こに立地する小中乍校が被災したが､内陸部

の地域や小中学校は被災を免れた.その点で､

宮古巾は一部巾域の被災にとどまったZB例と
考えることができる｡

他方､宮城爪女川rrについては.女川畔に

沿って町が形成されていたために､押し寄せ

た沙軌 こよる r被災Jはrr全恥 こ及ぶことに

なった.子どもの生活の拠点や小中学校は大

きな被害を受けることになった｡

最後に取り上げる福島県有岡rTは.福島第

二原発が隣捷する播兼rTとの境E=こ立地して

いたため.当初はまちの全J&が婦遭田Jl区域.

居住制限区hE､jBJl指示AB輸ZF甘区域に分け

られた (図1事鞘).そこで､rr内の小中学
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按教育は有岡rT外に児女生徒を分散させ進められることになった'.

<Eg日 1日本大王災に伴う原子力尭t所+故による遜M区Jd事の指定の状況 (平成29年4月)I->

II 東日本の被災地に発生 した人口移動

ここでは.ます被災3鼎の岩手爪､宮城県､福島爪の人口拶hを瓜鞍することにしよう.扱者

省のデータにより5故障鼓別転出入超過数の実態を示したものである (表1).

- 89-
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<表1 被災3gtの5JE階級別転出入の状況 平成22､23年> (人)

平成23年 平成22年 対前年 平成23年 平成22年 対前年 平成23年 平成22年 対前年

拷 故0 -ー 4■5 - 910- 1一l15- 1920 - 2425- 29D 一一 }一35- 3940- 4445- 4950-5455- 5960-6465- 6970 - 7475- 7980- 8485- 89 -3,44328216 4,238-も5-80 79534796-21111052070～15485-785112-18-24 -6.402_&2 -55614631867141-1.114-926-ll～り147-152716209122767-314h -5,846IS -31,381一.363-2979 -5.75220-ー◆l -25,629-4,383-2835-57-2,236-1.782lB3242u269-48-39LOG14627-20-83-183-108-49 ー55-2,347-1.79215835-23-85-1333955134■～■-25-35-55-14 -324,,.&6-1355 -391_1:&7-429 -1′698-3.185■.397-3103 -90二三:㌫-230 ー1,_禁-I,809-287二i-247-107-19-54-6-67-121IZi8 二諾-166-39-33-83-330:認 -3,325-2.933-1,781-828-544-307-351-207-278 -186-133-102-535411925213112-4-60-58-38 二…ぷ-1,679-775-5%-426-603:諾

注1) I五入 I云出鵬 の r-1は事云

出朋 を表す.

注2) ,12)拙故には年l毒不辞を含む.

3爪を対比すると.人口全体の中での対前年比 (平成22年に対比した平成23年の増減)では.

福島爪25,629人嫉､宮城iFL5.846人減,岩手県795人増で.福島爪のは少が鮫立っている｡

また.岩手料の5歳階級別転出入の状況を見ると､平成23年は.16-19歳で2,236人減.20-

24韻で1,782人減であるが,平成22年の数字も2,347人滅､1,792人減となっており､岩手県の巌

合には兼災により県外-の流出が加速する状況は見られない｡

では､児食生徒の較出入はどうであるか｡学校別の統計データを見る下刷こ､3鼎を対比した5-1

4哉人口の平成23年の憎淑 (平成22年と対比)を取り出してみると襲2のようになる (以下.衷2,

3ともに総務省データによる)｡

<表2 5-14Je人口の3県のqlX (平成22年に対比した平成23年の政事)>

5-9歳 96人増 666人強 2,835人妊

10-11故 2人iE 391人# 1.608人iZ

衷2を見ると､住民人口全体の転出入と同様に5-14故人E)の増強についても.岩下爪は他県に

比して群ち書いたtbさにILっていることが分かる.とりわけ対照的なのは､福島県の4,合である.

-901
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そこで､さらに宮古市州 こついて児童生徒の移動状況を見ると.表3のようになる｡なお､こ

の兼の救虹はJt災後1年日の3回のq査結果を対比したデータである｡

<♯3 平成23年の宮古市内の児暮生徒の転出状況>

4月18EI現在I査 5月20日現在Il並 8月19l∃現在■正

12人 60人 55人

中予投生徒の転出放 3̂ 6人 6人

転出者の合計 15人 66̂ 61人

Er 宮古市における教書被災の状況と人口移動

ここで､小中乍校の転出入等の実態を詳aにIEにするとま4のようになる■.
5月20日現在では.EEl老第-′ト学校が24名､沸軽石′ト学校が14名伝出しているが､転出先内訳

を見ると.宮古rfT内への転出が多いことがわかる (田老第-小は24人中18人､津軽石小学校は14

人中11人).

岩JF爪.宮古市の人口移動について稔括すると､次のようになる｡

･岩手県全体では､住民人口全体としても､5-14ま人口についても､他県年への七三出は大きな

塊擁ではない｡

･宮古市でも､5-14故人口の市外への転出数は大きいとは甘えない｡

･早便別で伝出Aがもっとも多い田老第-小学校や捗軽石小学硬についても､転出先は宮古市内

が過半軟を超えている｡

Ⅳ 宮古市における被災者の住居の状況.仮設住宅の配すと通学区城

では､宮古rh-1こ触媒すると､披災I6-の転居先はどのような状況にあるのだろうか｡平成22年8

月19日現在R の学校別データを基礎に､概要をまとめると､次のようになる｡

被災家屋総数 (779世軒)のうち､学区内の仮設住宅が362世帯 (465%).学区内のアパー ト

借家が77世帯 (99%)､学区外の仮設住宅は47世耶 (60%)､であり.学区の内外で娘計すると､

学区内は492世郡 (632%),学区外109世帯 (140%)となっている｡

宮古市住宅畑策快によれば､仮設住宅の用地はそれぞれの学校の通学区城内恥 こ選定すること

が連木とされた｡なお､同様の群例は他自治体でも見られる｡細波からの避#訓練の成敗が注u

されている岩Tl収益石綿の釜石東中学収脇､鵜住居小 (うのすまい･しょう)の仮牧住宅の配世

の仕方も同様である｡
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<表4 g古市立小中学校ごとの社災状況(平成23年5月20日現在)一児暮生徒転出入の状況を含む>
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V ZF災後の宮古市児i生徒の通学圏の変化と学校

では､佐世住宅等を配dlした後に.児童生徒の通学圏にはどのような変化が生じているか｡

視覚的にLil老地区の学校 (El]老祈-中学校.田老第-小学校,ul老爺三小学校)と鍬ヶ埼地区

の学校 (*ケ特小学攻.第二中学校)の位iE関係や学校間臣AEなどを見ると.図2に示すことが

できる.なお､回申の円はiB:径10キロで描かれている.田老rrの中心鰍 こある田老茄-′ト学校､

EEl老爺一中学校と田老第三小学校までの乾書は､およそ7キロになることが分かる｡

<EB2 官古市の小中学校の再己tEa>

Ⅵ JE災後7年間の被災地の学校統廃合や学校再建の動向

東日本大Jt災の発生後､どの被災地でもできるだけ早く r学校再開Jを迦めようとする尭策が

Elぜられてきた.その際には.各地の r被災jバク-ンの墓苑に盛づいて､必ずしも同様の学校

再建の′くターンとはなっていないが.文部科学省大臣官房文教毛放れがまとめた斉科によると1.

被災3爪では架与のような状況であった (2013年時点叫査)｡
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<表5 被災枚のtL旧状況.2013年>

被災校の復 旧状 況､2013
<学校再JIの状況 (2012年11月)
> (文科省*科)

ふ- ･･,-ン叫 ■ ■

m '糊 CH ～ zp . L'7t■叫
*tr({■■) t■■ LJl 一Tlヽ

事去脚 ■■■抑 ▲帥

･人口州 の事鵬
■… :*事■ JLAL 6̀ 1m…
■桝:事▲■
中… :…■◆○■1･叫 Ulll●･●N

では､佐殻住宅等を牧■して児童生徒の糊 にはどのような変化が生じたのだろうか｡

宮古巾についてみると､図2に示されるように､田老町の中心qBにある田老折一小争乱 田老

節-中7校とEZ)考訴三小学校までの粗 は､およそ7キロになることが分かる｡

なお､文北沿JP布一般と同様に.某災以前から官古市でも就学人口の汝少はikしく.同市教育

委員会は小中学校のim 正計面を策定し小中学校捷廃合の促進を団ってきた｡大よ災を挟んで

もその状況は鵬 し.平成23年4月には田老第三中学校がEZl老祈一中学枚に吸収合併.平成24年4

月には愛宕小学故は廃校となり､雑ヶ噂小と宮古小とに分利吸収されることになった｡

乍佼策廃合による通学拒書についてみると､田老地区の狙合､油乍桝 が大きくなったものの､

愛宕地区については隣接する小学校に吸収されたため､過学緋 はほとんど変化していない｡

また､既に触れたように､宮古市の場合には,仮枚住宅が通学区城内に印 されてきたため.

とくに.m薯､轍ヶ崎地区の畿合には､震災によって脚 が拡大した､とは即断できない1｡

Ⅶ 東日本大書災後の中央政府､県等の復興政兼の展開過程

このたびの農災が北日本全域に及ぶ激甚災害であったため､中央省庁はそれぞれの所管分野に

関連する淡谷状況や政肘の対応等について､倉災後約1年半にわたりプレス発衆を爽施してきた｡

文科邪のプレス発穀は.207号 (2012年9月12日)にまで及ぶが､プレス井波の終了に当たり､

次の文沓が公安されている｡

r東日本大■災による披音情報についてJのブレス発表終了等今後の方針 (秦)

I,プレス発波の現状

○ 各局から舶 状況等の歎事実薪.被災地-の大臣現蕪.各制 裁等を挺出いただき.とり

まとめて3g一回粗度プレス発表している｡

2･披脊状況の空薪についての現状

○ 東新されている梓伴は.人数や数字などの時点更新される博雅であり､その他の晴竹に関

する丈新は月に 1回粗度である｡

-94-
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○ ほとんどの省庁はプレス発表回数を縮小しており､必弓削こ応じた空所 (総務省)やプレス

発兼を行わなくなった省庁もある (厚生労≠省など)｡(※)

今後の方針
○ ブレス発表は原則終了とする｡

○ 但し.省内でのE牡保存等のために月一回 (第一木曜10時時点での梢8Iを)各局から挺出

頂き省内に展EMするとともに､省外からの要望に応じて随時プレス光波を行う.

※ 事々 他省庁による東日本大京災披奮関連情報の報道発表穎度

(tAAT)

消防庁 3月13Elの145恥 こて終了

Jt生労■省 鞍沓仲牡及び対応については2012年3月で終了 (頼*な丈薪を事する食品モ

ニタリングは別途対応している)

(1月l回】

回上交iib省 月一回色度更新

8凍省 省内からの依坂に応じて鼓ね月一度色度貫薪

[1igl匝日

暮魚庁 死者.行方不明等の更新

環姥省 がれき処理状況等の更新

以上のブレス発表は.Jt災後1年半にわたる教育復?政策を包括的に知る上でのJt虫なデ-

タである.ここでは.縦幅の脚係でプレス発表終期の窮207報 (2012年9月3El)のHt成のみ

示すことにする.

<訴207報 (2012年9月3日)>
1-1 地書情報

1･2 (以下略)

2 練淡関連情報 (気象庁発表)

3 文科省関連の被沓状況 (文科省において把握できたもの)

(1)人的被沓 (8月30日10時00分現在)

*死亡 負傷は披災した場所､行方不明は在籍している学校等の梯釈

(2)物的被撫 (8月30日10時00分現在)

12150施政

4 避#先となっている学校 (文科省において把握できたもの)なし｡

5 始兼の状況 (平成23年5月23El現在)

福島爪相双地区の一部の学校を除き.すべて始業済れ

※相双地区の′小 中学校については､選果先の学校に転学 ･事実上の軌学による受入れ､また

は東急暗3CJE区域外の施奴にてr#開済み｡

※相双地区の7k等学校については.サテライ ト方式により学習ik会をdl促｡

6 被災幼児児女生徒の早便における受け入れ状況 (平成24年5月1日現在)

･東日本大某災に被災し､被害が甚大な3爪 (岩手県､宮城爪､福島県)等被災地の学校から

受け入れた幼児児東生徒の赦 (5月1日現在)について､各国立大乍附jLJ7-校.各各道府県 ･

指定蘇市教育垂且会.各私立学校を対象にiq壷｡

･Jt災により､Jf災前の学校と別の学掛 こおいて受け入れた幼児児JL生徒軌 土.軒25,516名

-95-
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(披省が拡大であった岩手県,宮城県､

福島淋以外からの受入れ政を含む｡また､

福島爪内での移動など同一菰道府県内の

学校からの受入れ軟を含む,)

25,516名の学校鹿別の内訳は.幼稚囲

4.428名.′ト'7-校13.744名.中学校4,896

名､X等学校2,285名.中等教育学校11

負.特別支捷学校 (幼稚林 ･小学蔀 中

学市 ･市gFqB)152名

25,516名のうち､岩手､宮城福島の3

県の9]児児亜生徒で.他の都道府爪の学

校において受け入れた数は14,263名 (1

4,263名の出身爪別の内訳は.岩手県36

0名.宮城爪1,587名､福島県12,316名)

25,516名のうち.岩手､宮城､福島の

3爪において､同一県内の学校から受け

入れた故は､岩手爪787名､宮城県2,726

名､福島県6.031名であり､3鼎の合計



JikE]本大書災汝災地の教育棟会の構造一被災地小IIJ学生の店任地の移動と藩学閏の変化

は9.544名

※詳細については報道発表資料 r東El本大

井災により被災した幼児児童生徒の学校

における受入れ状況について (平成24

年5月1日現在)J

事解http〟wywnext.goJFJb_EnenuJho
udotJ24/06/1323059ht山)

7 文科省の対応

(1)省内対策会議等のEM催.文科省JR月

の派i一等

(2)併併載書垂月会 大学等への要諦

(3)大学病院

(4)被災地 被災者-の支援

(D等門r-iEgFの派並

Q)物資の拍送

③壬Jt石の受け入れ

(むその他

(5)国甘財産等の無dl貸与等

(6)陵域≠洲技術術基 rだいちJによる

東急taI

(7)井急*査研究科 こよる対応

8 原子^鬼牧関係の状況及び対応

9 他力帝給対弊

10 その他

Ⅷ 教育機会の補遺はどう変化したか

これまで､特に宮古lmこ焦点を絞り､震災

後の住居の移動等に伴って′J､中学生の通学圏

にどのような変化が発生したかを見てきたO

その結果判明したのは.避#所が縮小され､

やがて廃止された後の仮牧住宅が被災按それ

ぞれの通学区域州こ牧置されたため.被災に

よるjEIJ7:EiIの拡大などの変化は生じていない

ことである.

しかし.対照的に釜石市立Jt住居小学校や

釜石東中学校などの事例では.通学FRlがかな

り広がっている｡これらの事例では.学校が

海沿いにlEtされ､今回の粁波で学校施設が

大破したため､従前の用地には学校再建が不

可能な事態になった.そこで.とりあえずの

槽fKとして仮取校舎がよ災前の鵜住居の町中

心部から4-5キロJtれたgI所に牧世された.

それでも､被着が小さかった釜石市内陸軒の､

10キロほど■れた仮校舎での軟骨活動と比

べれば.大きな前進であった.

以上の耳鼻から書き出せるのは.r教育積

金のHt遭Jの変化の有り様､それに関わる

r,ト中学生の通学Fllの広がり)のセ点を加え

て主要になる､ことである.

ところで.官古市や釜石市など以外でも､

以上のようなJf痕の仕方でつくせるのだろう

か｡木桶で､披災地を女川■r､書冊町にも広

げ考察しようとしたのはそのためである.そ

こで､以下では､rT全体が移転せざるを得な

くなり.すべての子どもが全国各地に牧らぼっ

ている福島県有用FTの事例Jに触れながら､

1災による r載Jktk会の変軌 間屈の拡東に

ついて号えることにしよう.

ます､有岡rrの耽学才の火態の汝夢を見る

と､rr立は小学校2校､中乍佼2校である｡現

在は､4枚は無人の状態であるが.よ災前の

平成22年齢 こは､兼6が示すように.多くの

児童生徒が放乍していた.



<表6 暮同町の小中学生の在籍者赦 (平成22年度)>

学校名

前岡邦-′ト学校 415人 236人

521人 459人

有岡第-中学校 259人 247人

7X岡第二中学校 291人 285人

平成24年LEの児JE生徒冶故は1227人になっているが､Jt災役を見ると.児丘生徒は､全国各

地に放らばって耽乍している｡有岡第二中学校の実態は兼7のようである.

<表7 7円第二中学故生徒の移h先 (平成24年)>

平成24年度就学校
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表7には､有岡耶二中学校生徒が､関東の

他､近A.中【司､四国､九州にまで散らばっ

ていることが示される.

もっとも多くの生徒がit学するのは県内の

早便であるが､双jt;群の辞に任せするいわき

市の他.会津.鼎中､爪北にt>少なくない生

徒が散らばっている.

では.この書阿PTの児i生徒の就学実態は.

r教育tt会のGI溝JFE]Jgにどのような懸案を

投げかけているのだろうか.

有岡PTの乍校の先生にインタビュ-dする

と.r書円にいったい特選できるのだろうかJ

r仮に♯遭0Ⅰくとなっても､小さな子どもを

持つ家庭は遭巡するのではないかJr舟運で

きない (あるいは.しない)卦合には､どこ

が新たなふるさとになるのだろうかJといっ

た書が立て抜けに出てくる.書冊rrの仮設教

育垂且会 (耶LJJrhl州 こ放せ)を妨れると､帰

還を前士別こ.校地の洗浄や学校Ji投再建をど

う進めるか.という懸案に向き合っているが,

r未来の有岡触｣については.必ずしも姫明

に抱けない.とう書がEMかれた｡

東日本大書災被災の接合性.,くタ-ンの多

様性などを招まえ.かつ.｢学校は地域のコ

アJという社会過食に立脚した r教育機会の

fI近JFu雌に共正面から立ち向かう有り様が

rZ!]われている｡

なお.東日本大某災の披災地の被災類型

や官古市を塀例とした被災自治体内の地

域の社会拠折的柵連､仮牧住宅に居住す

る保等8時のインタビューなど包括的な

妃連は.次の書考で進めている｡拙者

東日本大書災の学校被災の類型と地域構

造､教育鰍日復升のための学校運営の考

阜･Jt災初期のgi合､文教大学教育学簸

た牢 第49姓.2015年.Pp61-78

本研究は､宮城爪女川■rも対象にしてい

るが､折将の関係で.本名では女川rrの

詳細な分析は割愛している｡女川ITにつ

いては､別席に放る｡

ll 岩手県宮古7TTの兼災検1年rNlについては､

次のEg)書で包括的にた軽している｡国立

教育費瀬研究所監甘r書災からの教育復

井一岩手爪音古市のた雌 光堂､2012

年10月.

Lu なお､この点を含め次の拙Bでは.仮設

住宅のEtや通学由半の変化などにB究

している.細浦 学収の再建-Jt域社会

の求心力として (r8rhJ間BJIO4号､
Pp54-63,2013年)

lV ここでのた速は､ヰ者による被災6市rT

付､披災校20枚の爽地肺兼に基づく.

v Jt災政経の実態は.衣7に絹8している｡

Ⅵ 福島れHPrjB#区JCの変jrについて-

AF況-Jから｡wwwprefrukushJJm lg

)TJB)tdportaJ/C8tO1-morehtml｡なお､

被災区域の指定は､Jt災後の復升作粟と

ともに変化している｡ここで取り上げて

いるのは､平成29年4月の時点での措定

状況である｡

yll資料は､宮古rfr教Jd垂且会による.

ylllここでの妃速は､'&4のデータとは.Aなっ

た時点でのデータに必づいている｡そこ

で､襲4の数値とは若干の違いがあらわ

れている｡

lX 学校施奴の被災の効型 (文部科学省広報

資料<節171報､平成23年11月24日>

による.

x 大兼災の効典よりも､過年度から就学人

口減に伴う学校統廃合改発の効果の方が

大きい､という可能性である｡

xl 以下は.富岡rT救Jl卒月会の挺供資料で

ある｡

nl平成24年11月14日の福鳥爪有岡■Tの/ト

中学横長対穀のヒアリングから (郡山市

の書岡PT佐世教書事月会で)
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